
 

医
療

安
全

セ
ミ

ナ
ー

に
お

け
る

各
セ

ッ
シ

ョ
ン

の
ね

ら
い

 

学
習

目
標
：
 

１
．

医
療
安
全

に
係

る
国
の

施
策

、
組
織

ガ
バ

ナ
ン
ス

の
在

り
方
に

つ
い

て
理
解

す
る

。
  

２
．

医
療
安
全

の
課

題
を
、

チ
ー

ム
医
療

や
患

者
参
加

に
よ

り
解
決

す
る

手
法
を

学
習

す
る
。

 

３
．

イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ

ン
を
通

じ
た

仕
事
の

安
全

・
質
・

効
率

の
向
上

に
つ

い
て
知

識
を

得
る
。

 

 1
日

目
：

7
月

1
4
日

（
木

）
 

1
0:
05～

10
:35 

医
療

人
養
成

の
た

め
の
取

り
組

み
 

講
師
：
文

部
科

学
省

 
高
等

教
育

局
医
学

教
育

課
 
大

学
病

院
支
援

室
 

室
長
補

佐
 

中
湖
 

博
則
 

◆
高

度
な

医
療

を
提

供
す

る
大

学
病

院
を

取
り

巻
く
諸

課
題

及
び

医
療

人
の

育
成

な
ど

文
部

科
学

省
施

策
に

つ
い

て
学

習
す

る
。

 

 1
0:
35～

11
:35 

診
療

と
研
究

の
狭

間
(
は
ざ

ま
)
に

つ
い
て

～
医

療
倫
理

・
保

険
診
療

か
ら

の
考
え

方
～
 

講
師
：
大

阪
大

学
大

学
院
医

学
系

研
究
科

 
循

環
器
内

科
学

 
講
師

 
真

田
昌
爾

 

◆
新

規
医

療
の

開
発

と
患

者
へ

の
還

元
は

大
学

病
院

の
大

き
な

使
命

の
一

つ
で

あ
る

。
新

た
な

医
療

技
術

が
先

進
医

療
制

度
の

枠
組

み
の

中
で

保
険

収
載

さ
れ

る
ま

で
の

流
れ

と
評

価
内

容
に

つ
い

て
学

習
す

る
。

 

 1
1:
45～

12
:45 

特
定

機
能
病

院
に

お
け
る

医
療

安
全
対

策
強

化
の
た

め
の

承
認
要

件
見

直
し

に
つ

い
て
 

講
師
：
厚

生
労

働
省

 
医
政

局
総

務
課
 

保
健

医
療
技

術
調

整
官
 

堀
裕

行
 

◆
最

近
の

大
学

病
院

に
お

け
る

医
療

事
故

に
み

ら
れ

る
問

題
点

、
及

び
大

学
附

属
病

院
等

の
医

療
安

全
確

保
に

関

す
る
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
で
見
直
さ
れ
た
特
定
機
能
病
院
承
認
要
件
等
に
つ
い
て
学

習
す
る
。
 

 1
3:
45～

14
:40 

レ
ジ

リ
エ
ン

ス
・

エ
ン
ジ

ニ
ア

リ
ン
グ

の
医

療
安
全

へ
の

展
開

 

講
師
：
大

阪
大

学
医

学
部
附

属
病

院
 
中

央
ク

オ
リ
テ

ィ
マ

ネ
ジ
メ

ン
ト

部
 
部

長
 

中
島
和

江
 

◆
複
雑
適
応
系
を
前
提
と
し
た
安
全
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
・
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
概
念
、
 

お
よ
び
医
療
安
全
に
お
け
る
実
践
例
に
つ
い
て
学
習
す
る
。

 
  1
4:
50～

15
:50 

チ
ー

ム
で
取

り
組

む
転
倒

予
防
 

高
齢

者
の
転
倒

･
転

落
事

故
防

止
対

策
の
取

り
組

み
 

座
長
：
大

阪
大

学
医

学
部
附

属
病

院
 
中

央
ク

オ
リ
テ

ィ
マ

ネ
ジ
メ

ン
ト

部
 
特

任
助

教
 
徳

永
あ

ゆ
み
 

講
師
：
国

立
長

寿
医

療
研
究

セ
ン

タ
ー
病

院
 

病
院
長

 
原

田
敦

 

 
 

 
国
立
長

寿
医

療
研
究

セ
ン

タ
ー
病

院
 

医
療
安

全
推

進
部
 

医
療

安
全
管

理
者

・
看
護

師
長

 
安
藤

悦
子
 

◆
高

齢
者

の
転

倒
に

対
す

る
方

策
に

つ
い

て
、

多
職

種
連

携
に

よ
る

転
倒

予
防

の
取

り
組

み
と

、
転

倒
に

よ
る

外
傷

の

軽
減

化
と

い
う

二
つ

の
観

点
か

ら
学

習
す

る
。

 

（
敬
称
略
）

10:35

特定機能病院における医療安全
対策強化のための承認要件見直

しについて

厚生労働省
医政局総務課

保健医療技術調整官
堀 裕行

11:45 12:45

昼
食
休
憩

(

1
時
間

)

11:35

休
憩

(

1
0
分

)

診療と研究の狭間(はざま)
について～医療倫理・保険診療

からの考え方～

大阪大学大学院医学系研究科
循環器内科学

講師　 真田　昌爾

13:45

レジリエンス・エンジニアリングの
医療安全への展開

大阪大学医学部附属病院
中央クオリティマネジメント部

部長
中島　和江

15:50

14:50

　　受付開始

14:50

受
　
付

オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ

ョ
ン

開会挨拶
医療人養成のための

取り組み

15:5014:40

休
憩

(

1
0
分

)

チームで取り組む転倒予防

8：45～ 9:15

休
憩

(

1
0
分

)

11:2510:15

休
憩

(

1
0
分

)

医療者の法的責任

10：55-11:25
大阪大学医学部附属病院

高度救命救急センター
助教　清水　健太郎

10：25-10：55
大阪大学医学部

医学科教育センター
教授　和佐  勝史

栄養管理とチーム医療

閉会挨拶

大阪大学
医学部附属病院

副病院長・看護部長
越村　利惠

16:00

名古屋大学大学院医学系研究科
地域総合ヘルスケア

システム開発寄附講座
講師

岡崎　研太郎

座長
大阪A＆M法律事務所

医師・弁護士
小島　崇宏

10:25

昼
食
休
憩

（
1
時
間
5
分

）

11:35 12:35 13:40 14:40

平成28年度　国公私立大学附属病院医療安全セミナー　日程表

7月14日
（木）

受付開始

9:00～ 9:55 10:00 10:05

大阪大学
医学部附属病院

病院長
野口  眞三郎

文部科学省
高等教育局
医学教育課

大学病院支援室
室長補佐

中湖　博則

17:0016:00

座長
大阪大学医学部附属病院

中央クオリティマネジメント部
特任助教　徳永　あゆみ

14:50-15:20
国立長寿医療研究センター病院

病院長　原田  敦
15:20-15:50

国立長寿医療研究センター病院
医療安全推進部

医療安全管理者・看護師長
安藤  悦子

休
憩

(

1
0
分

)

エンパワーメントに基づく
医療者教育：糖尿病劇場の

実践から学ぶ

座長
上尾中央総合病院

院長補佐
長谷川　剛

（敬称略）

航空機整備における
ヒューマンエラー対策

～チェックシートで確実に～
Part 2

ANA 整備センター　業務推進部付
公益財団法人航空輸送技術

研究センター　技術部
部長

土方 健次郎

休
憩

(

1
0
分

)

組織のガバナンスについて私見
～教授・大学附属病院長・医学部長・
ナショナルセンター総長・学会理事長

の経験から～

座長
大阪大学医学部附属病院

病院長  野口　眞三郎

山形大学医学部　参与
先進がん医学講座　特任教授

嘉山　孝正

会場：大阪大学コンベンションセンター（大阪府吹田市山田丘1-1）

7月15日
（金）

受
付

中村・平井・田邉法律事務所
弁護士

平井　利明

現場に未来がやってくる
～現場の安全と自動化～

株式会社小松製作所
ICTソリューション本部

ビジネスイノベーション推進部　部長
浅田　寿士

座長
大阪大学医学部附属病院

副病院長・看護部長  越村　利惠

－
4
－


